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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙の両面側にポリエチレン樹脂からなる熱可塑性樹脂層を積層した積層体からなるカッ
プ形状の外包装体の内側に、内包装体が嵌合されて一体となった二重構造をした断熱電子
レンジ対応容器であって、
　前記積層体の表面側の熱可塑性樹脂層の熱可塑性樹脂を高密度ポリエチレン樹脂又は中
密度ポリエチレン樹脂とし、裏面側の熱可塑性樹脂層の熱可塑性樹脂を低密度ポリエチレ
ン樹脂とし、前記表面側の熱可塑性樹脂の融点が、前記裏面側の熱可塑性樹脂層の熱可塑
性樹脂の融点より高いことを特徴とする断熱電子レンジ対応容器。
【請求項２】
　前記内包装体が、プラスチック成形カップであることを特徴とする請求項１に記載する
断熱電子レンジ対応容器。
【請求項３】
　前記内包装体が、プラスチックフィルムからなるパウチであることを特徴とする請求項
１に記載する断熱電子レンジ対応容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電子レンジで使用することができ、かつ、断熱性を有する断熱電子レンジ対応
容器に関するものであり、さらに詳しくは、紙の両面側に熱可塑性樹脂層を積層した積層
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体からなるカップ形状の外包装体の内側に、内包装体が嵌合さて一体となった二重構造の
断熱電子レンジ対応容器に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、電子レンジで使用することができ、かつ、断熱性を有する断熱電子レンジ対応
容器としては、表面に美麗な印刷が施された紙の両面側にポリエチレン樹脂層などの熱可
塑性樹脂層を積層した積層体からなるカップ形状の外包装体の内側に、プラスチック成形
カップの内包装体が嵌合されて一体となった二重構造をした形態が実用化されている。こ
の飲料や惣菜などが収納された断熱電子レンジ対応容器を、直接電子レンジを利用し、加
熱調理することが行なわれている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
【特許文献１】
特開昭５９－２６４０５号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の断熱電子レンジ対応容器Ｐでは、外包装体の内側に、内包装体が嵌
合されて一体となった二重構造をした形態で、外包装体を紙層の両面側に同種のポリエチ
レン樹脂層などの熱可塑性樹脂層を積層した積層体からなる紙カップ形状としているため
、実際に、電子レンジで加熱調理した場合に、図４に示すように、表面側の熱可塑性樹脂
層が発泡し、表面の印刷が見にくくなり、外観を損なうという問題がある。また、表面側
の熱可塑性樹脂層が発泡することにより、電子レンジのターンテーブルに付着し、汚して
しまうという問題がある。特に、外包装体と内包装体との間に空隙を有する二重構造をし
た形態の場合にその傾向が大きいという問題がある。
【０００５】
本発明は、紙の両面側に熱可塑性樹脂層を積層した積層体からなるカップ形状の外包装体
の内側に、プラスチック成形カップまたはパウチからなる内包装体が嵌合されて一体とな
った二重構造の断熱電子レンジ対応容器において、中に内容物が収納された容器を電子レ
ンジで加熱調理した時に、表面側の熱可塑性樹脂層が発泡して外観を損なうことのない断
熱電子レンジ対応容器を提供することを目的とするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記のような課題を解決すべく検討した結果、本発明は、紙の両面側にポリエチレン樹
脂からなる熱可塑性樹脂層を積層した積層体からなるカップ形状の外包装体の内側に、内
包装体が嵌合されて一体となった二重構造をした断熱電子レンジ対応容器であって、前記
積層体の表面側の熱可塑性樹脂層の熱可塑性樹脂を高密度ポリエチレン樹脂又は中密度ポ
リエチレン樹脂とし、裏面側の熱可塑性樹脂層の熱可塑性樹脂を低密度ポリエチレン樹脂
とし、前記表面側の熱可塑性樹脂層の熱可塑性樹脂の融点が、前記裏面側の熱可塑性樹脂
層の熱可塑性樹脂の融点より高いことを特徴とする断熱電子レンジ対応容器であり、前記
内包装体が、プラスチック成形カップ、あるいは、プラスチックフィルムのパウチである
ことを特徴とするものである。
【０００７】
本発明によれば、紙の両面側に熱可塑性樹脂層を積層した積層体からなるカップ形状の外
包装体の内側に、プラスチック成形カップまたはパウチの内包装体が嵌合されて一体とな
った二重構造の断熱電子レンジ対応容器において、外包装体の材料である積層体の紙の表
面側の熱可塑性樹脂層に、裏面側の熱可塑性樹脂層に使用する熱可塑性樹脂より低い融点
の熱可塑性樹脂を使用することにより、中に内容物が収納された容器を電子レンジで加熱
調理した時に、表面側の熱可塑性樹脂層が発泡して外観を損なうことのない断熱電子レン
ジ対応容器を得ることができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
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以下、本発明の実施の形態について、図面に基づいて説明する。
【０００９】
図１は本発明に係る断熱電子レンジ対応容器の一実施例を示す一部切り欠け断面図であり
、同図の断熱電子レンジ対応容器Ａは、紙の両面側に熱可塑性樹脂層を積層した積層体か
らなるカップ形状の外包装体１と、この外包装体１の内側に嵌合されて保持されているプ
ラスチック成形カップの内包装体２とからなる二重構造の形態をしている。
【００１０】
外包装体１は、紙カップ形状であり、図１に示すように、胴部１１と底部１２とから構成
されている。そして、胴部１１、あるいは底部１２の材料構成は、紙カップ形状に成形す
る加工適性上、両面側に熱シール性を有する熱可塑性樹脂層を積層した積層体１０を使用
し、図２に示すように、紙層１３を基材として、表面側には印刷層１４があり、そして、
この印刷層１４は熱可塑性樹脂層（表面側）１５によって、被覆され、さらに、裏面側に
は熱可塑性樹脂層（裏面側）１６が積層されている。なお、印刷層１４は熱可塑性樹脂層
（表面側）１５の表面に設けてもよい。また、紙層１３と熱可塑性樹脂層（表面側）１５
との間には、バリア性などを上げるためにアルミニウム箔層などを設けることもできる。
【００１１】
基材の紙層１３は、主に紙カップ原紙が使用され、坪量として１００～４００ｇ／ｍ2の
範囲が、紙カップの製造上好ましい。
【００１２】
また、印刷層１４は、基材の紙層１３の表面、あるいは、熱可塑性樹脂層（表面側）１５
の表面に施される。この印刷層１４での、印刷の位置、印刷面積の大小、印刷の方法、使
用されるインキなどは、従来公知の技術を適宜選択して用いることができる。
【００１３】
また、熱可塑性樹脂層（表面側）１５は、基材の紙層１３の表面側に積層され、そして、
熱可塑性樹脂層（裏面側）１６は、紙層１３の裏面側に積層されており、熱可塑性樹脂層
（表面側）１５および熱可塑性樹脂層（裏面側）１６に使用する熱可塑性樹脂は、ポリエ
チレン樹脂、ポリプロピレン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリ塩化ビニール樹脂、ポリスチ
レン樹脂などである。積層する方法には、樹脂を熱溶融して塗布する押し出しコーティン
グ法、あるいはフィルムになったものを貼り合わせるラミネート法などがある。
【００１４】
熱可塑性樹脂層（表面側）１５および熱可塑性樹脂層（裏面側）１６の厚さは、１０μｍ
以上とすることが好ましく、１０μｍ未満の場合、カップ成形工程での熱シール適性が悪
くなる。また、熱可塑性樹脂層（表面側）１５の厚さと熱可塑性樹脂層（裏面側）１６の
厚さとの差が、５０μｍ未満であることが好ましく、特に、熱可塑性樹脂層（表面側）１
５の厚さが、熱可塑性樹脂層（裏面側）１６の厚さより５０μｍ以上薄い場合、電子レン
ジの加熱で熱可塑性樹脂層（表面側）１５が発泡する危険性が生じる。
【００１５】
本発明の主要な点は、表面側の熱可塑性樹脂層（表面側）１５に、裏面側の熱可塑性樹脂
層（裏面側）１６に使用する熱可塑性樹脂より融点が高い熱可塑性樹脂を使用するという
ところである。その融点の差は、５°Ｃ以上高いことが好ましく、５°Ｃ未満の場合には
、電子レンジでの加熱条件によっては、表面側の熱可塑性樹脂層が発泡してしまう危険性
がある。
【００１６】
例えば、ポリエチレン樹脂の場合、融点の低い低密度ポリエチレン樹脂を裏面側の熱可塑
性樹脂層（裏面側）１６に使用し、融点の高い高密度ポリエチレン樹脂あるいは中密度ポ
リエチレン樹脂を表面側の熱可塑性樹脂層（表面側）１５に使用する。
【００１７】
また、表面側の熱可塑性樹脂層（表面側）１５の表面には、最外層として、さらに、裏面
側の熱可塑性樹脂層（裏面側）１６と同等の低い融点の熱可塑性樹脂層を設けることもで
きる。この層を設けることにより、紙カップの成形性を良くすることができる。
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【００１８】
このように、表面側の熱可塑性樹脂層（表面側）１５に使用する熱可塑性樹脂を、裏面側
の熱可塑性樹脂層（裏面側）１６に使用する熱可塑性樹脂より融点の高いものを使用する
ことによって、断熱電子レンジ対応容器Ａを電子レンジで加熱調理した時に、図３に示す
ように、裏面側の熱可塑性樹脂層（裏面側）１６が発泡しても、表面側の熱可塑性樹脂層
（表面側）１５は発泡することがなく、断熱電子レンジ対応容器Ａの外観を損なわずに電
子レンジで加熱調理することができる。
【００１９】
内包装体２は、プラスチック成形カップであり、プラスチックのシートを真空成形あるい
は圧空成形によりカップ形状としたものである。上部のテーパーは外包装体１の胴部１１
のテーパーと略同じで、この部分で外包装１と嵌合し、下部になるに従って外包装体１と
の間に間隙を有するような形状としている。このような二重構造の形状とすることにより
、断熱電子レンジ対応容器Ａに断熱性を持たせることができる。この内包装体２のプラス
チック成形カップの材料については、特に限定されるもではなく、例えば、ポリプロピレ
ン樹脂、ポリエチレンテレフタレート樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリビニルアルコール樹
脂、ポリ塩化ビニール樹脂等、あるいは、これらの樹脂の積層体を使用することができる
。
【００２０】
また、形状として、カップ形状以外にも、プラスチックフィルムを使用したパウチ等とす
ることもできる。
【００２１】
つぎに、本発明の断熱電子レンジ対応容器Ａの製造方法について説明する。
まず、印刷が施された基材の紙層１３の表と裏の両面に熱可塑性樹脂層が積層された積層
体１０を、打ち抜き工程で紙カップの胴部１１の形状のブランク板に加工し、底部１２と
合わせて、紙カップに成形する。この紙カップ形状の外包装体１は、一般的な紙カップ成
型機で製造ができる。
【００２２】
つぎに、プラスチックのシート成形により、カップ形状に成形して内包装体２を作製する
。
【００２３】
ついで、外包装体１の内側に内包装体２を嵌合して、外包装体１と内包装体２を一体とし
た断熱電子レンジ対応容器Ａとすることができる。
【００２４】
本発明の断熱電子レンジ対応容器は、各種スープ類、味噌汁、ぜんざい、各種ソース類、
即席食品等を電子レンジで温めたり調理するための容器として使用することができる。
【００２５】
【実施例】
つぎに、本発明について実施例をあげて、さらに具体的に説明する。
【００２６】
〔実施例１〕
坪量２２０ｇ／ｍ2のカップ原紙の表面に絵柄をグラビア印刷で印刷し、その表面には、
２０μｍの厚さの中密度ポリエチレン樹脂層（融点１２０°Ｃ）を、裏面には、４０μｍ
の低密度ポリエチレン層（融点１０６°Ｃ）を押し出しコーティング法によって設けた。
この紙層の両面側に積層された積層体を打ち抜き加工で胴部用のブランクにし、紙カップ
成型機によって紙カップ形状をした外包装体を作製した。
【００２７】
一方、ポリプロピレン樹脂／エチレンビニルアルコール樹脂／ポリプロピレン樹脂の構成
からなる厚さ１．２ｍｍのプラスチックシートを使用して真空成形によりカップ形状に成
形してプラスチック成形カップの内包装体を作製した。
【００２８】
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紙カップ形状の外包装体の内側にプラスチック成形カップの内包装体を嵌合して二重構造
の断熱電子レンジ対応容器を作製した。そして、内包装体内に内容物として「ぜんざい」
を充填した後、蓋材をシールして内容物が入った断熱電子レンジ対応容器を作製した。
【００２９】
この内容物の入った断熱電子レンジ対応容器の蓋材を一部開封して電子レンジで加熱調理
した結果、外包装体の裏面は一部発泡した部分があったのに対して、外包装体の表面は発
泡することなく外観が損なわれることがなかった。
【００３０】
〔実施例２〕
坪量２２０ｇ／ｍ2のカップ原紙の表面に絵柄をグラビア印刷で印刷し、その表面には、
１０μｍの厚さの中密度ポリエチレン樹脂層（融点１２０°Ｃ）を、さらに、その表面に
１０μｍの厚さの低密度ポリエチレン樹脂層（融点１０６°Ｃ）を、そして、カップ原紙
の裏面には、４０μｍの低密度ポリエチレン層（融点１０６°Ｃ）を押し出しコーティン
グ法によって設けた。この紙層の両面側が積層された積層体を打ち抜き加工で胴部用のブ
ランクにし、紙カップ成型機によって紙カップ形状をした外包装体を作製した。
【００３１】
一方、ポリプロピレン樹脂／エチレンビニルアルコール樹脂／ポリプロピレン樹脂の構成
からなる厚さ１．２ｍｍのプラスチックシートを使用して真空成形によりカップ形状に成
形してプラスチック成形カップの内包装体を作製した。
【００３２】
紙カップ形状の外包装体の内側にプラスチック成形カップの内包装体を嵌合して二重構造
の断熱電子レンジ対応容器を作製した。そして、内包装体内に内容物として「スープ」を
充填した後、蓋材をシールして内容物が入った断熱電子レンジ対応容器を作製した。
【００３３】
この内容物の入った断熱電子レンジ対応容器の蓋材を一部開封して電子レンジで加熱調理
した結果、外包装体の裏面は一部発泡した部分があったのに対して、外包装体の表面は発
泡することなく外観が損なわれることがなかった。
【００３４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明は、紙の両面側に熱可塑性樹脂層を積層した積層体からなる
カップ形状の外包装体の内側に、プラスチック成形カップまたはパウチの内包装体が嵌合
されて一体となった二重構造の断熱電子レンジ対応容器であって、外包装体の材料である
積層体の紙層の表面側の熱可塑性樹脂層に、裏面側の熱可塑性樹脂層に使用する熱可塑性
樹脂より低い融点の熱可塑性樹脂を使用することにより、中に内容物が収納された容器を
電子レンジで加熱調理した時に、表面側の熱可塑性樹脂層が発泡して外観を損なうことが
ないという効果を有している。
【００３５】
また、外包装体の内面が発泡することによって、内包装体と外包装体との嵌合力が増強さ
れるという効果もある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による断熱電子レンジ対応容器の一実施例を示す一部切り欠け概略断面図
である。
【図２】本発明による断熱電子レンジ対応容器の一実施例を示す部分拡大断面図である。
【図３】本発明による断熱電子レンジ対応容器を電子レンジで実際に加熱した状態を示す
一部切り欠け概略断面図である。
【図４】従来の断熱電子レンジ対応容器を電子レンジで実際に加熱した状態を示す一部切
り欠け概略断面図である。
【符号の説明】
Ａ　断熱電子レンジ対応容器（本発明）
Ｐ　断熱電子レンジ対応容器（従来）
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１　外包装体
２　内包装体
１０　積層体
１１　胴部
１２　底部
１３　紙層
１４　印刷層
１５　熱可塑性樹脂層（表面側）
１６　熱可塑性樹脂層（裏面側）

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(7) JP 4357860 B2 2009.11.4

10

フロントページの続き

    審査官  渡邊　真

(56)参考文献  実開平０５－０１３９１５（ＪＰ，Ｕ）
              特開平０５－０４２９２９（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１６３３２２（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              B65D  81/34
              B65D   3/22
              B65D  81/38


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

